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犯犯罪罪被被害害者者支支援援のの歴歴史史とと展展望望 
―警察による心理的支援を中心とした検討― 

保﨑 恵理子 

「被害者対策要綱」（1996 年）の策定に始まった警察の犯罪被害者支援は，犯罪被害者等基本

法（2004 年）の成立を経て大きく進展した。警察が行う様々な支援のうち，精神的被害の回復

への支援を担うのが警察部内のカウンセリング専門職員（部内カウンセラー）である。部内カ

ウンセラーの特徴は，刑事手続の流れに沿って面接や付添い，関係機関との連絡調整等，様々

な支援活動を行うことである。被害直後から犯罪被害者と関わる警察において，適切な心理的

支援が行われることは，その後の支援を円滑に推進するために重要であり，部内カウンセラー

の活動には，従来から行われている相談室における心理的支援とは異なる支援モデルが必要で

ある。被害後間もない時期の犯罪被害者にとって必要なのは，安全感の確立である。刑事司法

や二次的被害の影響を踏まえた上で，犯罪被害者が安全感を感じられるよう，また，その体験

を将来，トラウマからの回復に活用できるようアウトリーチ型の危機介入を行うことが，部内

カウンセラーによる心理的支援であると考えられる。 

 

 

History and Prospects of Support for Victims of Crime:  
A Study Focusing on Psychological Support by the Police 

HOZAKI Eriko 

Police support for victims of crime, which began with formulation of the Guideline of Support for Crime 

Victims in 1996, has made great progress since the Basic Act for Crime Victims was enacted in 2004. 

Among the various types of support provided by the police, police psychologists are responsible for 

helping victims recover from psychological damage. Police psychologists conduct various support 

activities, including counseling, accompaniment, and coordination with related organizations along the 

flow of criminal procedures. As the police are involved with victims immediately after a crime, it is 

important to provide appropriate psychological support to smoothly promote support. The activities of 

police psychologists require a different model of support from traditional counseling. In the early 

posttraumatic period, victims of crime require establishment of a sense of safety. Police psychologists 

provide outreach crisis intervention to crime victims, taking into account the impacts of criminal justice 

and secondary victimization, to help them feel safe and to use their experiences to recover from trauma. 
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交交互互色色彩彩分分割割法法研研究究のの概概観観 

―その活用実態と技法の特徴― 
 

杉山 佳菜絵 
 

 

 

 

1．はじめに――心理臨床における描画法と相互性 
心理臨床の現場では，言語でのやりとりだけでなく，箱庭療法やプレイセラピーといった非

言語的な手段も用いられる。その中でも描画法は，紙と筆記具があれば実施できることもあり，

多く活用されている。描画法を用いる目的としては，まず「診断」が挙げられ（福井，1990），

クライエントのアセスメントに用いられる。加えて，「治療関係を深め，進展させるものとして」

治療場面でも描画法が活用されており，さらに言えば「治療効果を期待するものとして」も描

画法が活用されている（福井，1990）。このように，描画法はクライエントをアセスメントする

ため，治療関係の進展のため，治療効果を得るためなど，多様な目的で活用されている。また，

病態水準の重い患者（中里，1978）や言語だけではやりとりが難しい子ども（上手・上手，2015）

などでは，治療者がクライエントとなんとかつながるために描画法が活用されることもある。

加えて，非言語療法が必要な場合としては「治療の主題となっている傷つきが前言語期にある，

または前言語的な事象である」（増澤，2008）ことも指摘されている。このように，描画法の活

用が特に有効である対象が存在すると考えられる。 

描画法の多くは，治療者が課題を与え，実際の紙面上にはクライエントが一人で表現をする

ものである。中里（1978）は患者に描画法を実施しているとき，「ただじっと見ているだけでは

やはり『退屈』で疲れること」や，「患者に対して『何かをやらせている』という罪悪感」があ

ることに言及している。また，Winnicott（1971/2015）は「心理療法は，一緒に遊んでいるふた

りの人々にかかわるものである」とし，治療者とクライエントの相互関係を重視している。ア

プローチ方法にかかわらず，「クライエントとセラピストの相互関係は，臨床心理実践の基礎研

究として重要な課題」（山本，2022）である。このような心理臨床における相互関係の重要性を

鑑みると，描画法においても，セラピストも実際に描き手となり，紙面上でクライエントと交

流するような相互性をもつ技法に意義があると考えられる。 

このような相互性をもつ描画法としては，squiggle game（Winnicott，1971/2015），交互なぐり

描き物語統合法（Mutual Scribble Story Making: MSSM）（山中，1984）などが有名であるが，そ

の他にも交互色彩分割法という技法が存在する。交互色彩分割法は，中里（1978）が慢性統合

失調症患者とのやりとりを難しく感じている中で考案した描画法である。中里（1978）が紹介

した交互色彩分割法の実施方法は以下の通りである（中里（1978）より筆者がまとめた）。 

用意するものは画用紙（Ｂ５～Ａ３），黒のフェルトペン，30 色くらいのクレヨンである。
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患者と治療者は 90 度あるいは向い合せに座り，治療者が画用紙にペンで枠付けをして「さあ，

この枠の中を二人で
．．．

好きなようにしきって
．．．．

いきましょう」（傍点ママ）と言う。はじめに治療者

が分割線を１本引き，「さあ，あなたもしきってください」と画用紙とペンを渡す。患者が描線

したら，「今度はまた私がしきります」と治療者が描線する。分割があまり細かくなる前に「そ

れじゃぁしきるのはこのくらいにして，これに色をつけましょう」と治療者から１区画にクレ

ヨンで好きな色を塗る。次に患者が別の１区画を彩色し，交互に彩色していく。二人の間で「１

枚の絵が完成しましたね」という合意がなされたとき，本法は終了する。 

交互色彩分割法は，必要な用具が少なく，簡便で広く活用しやすい技法である。そのため多

様な現場で活用されているが，後でみていくように体系的な検討がなされておらず，実施を報

告する文献も少ないのが現状である。そのため本稿では，文献レビューから交互色彩分割法が

実際にどのように用いられ，どのように活用されているのかを明らかにし，交互色彩分割法と

いう技法の特徴や今後について検討する。 

 

２．交互色彩分割法の実際 
交互色彩分割法が実際にどのように活用され，研究されているのかを明らかにするため，文

献レビューを行った。 

検検索索方方法法 2024 年 5 月～2024 年 11 月に①CiNii，J-STAGE，医中誌 Web，Google Scholar にお

いて「交互色彩分割法」で検索した。②また，以上から見つかった文献が引用している文献の

中で，交互色彩分割法を取り上げている文献を探した。 

検検索索結結果果 ①のように文献を収集したところ，39 件の文献がヒットし，そのうち 17 件が本稿

の目的に合致した。また，②でさらに 5 件の文献が本稿の目的に合致したため，計 22 件の論文

や報告を文献レビューの対象とした１）２）。なお，交互色彩分割法の英語名である「Reciprocal 

Division-and-Coloring Method」（中里，1978）を Web of Science，PubMed，Google Scholar で検索

したところ，英語での言及があったのは Nagashima（2016）と Ikeda（2014）の 2 件であった。

Nagashima（2016）はポスター発表の抄録，Ikeda（2014）は研究の中で検討された技法の一つと

して交互色彩分割法を紹介するものだった。また，ブルガリア語の文献に中里（1978）を引用

しているものが１件あった（Christova-Slavcheva，2016）。今回の調査では，日本語以外の文献

については以上しか見当たらず３），いずれも交互色彩分割法を中心とした研究や，研究内容の

詳細を記すものではなかったため，本稿では日本語文献のみがレビューの対象となった。 

収集した文献からは，中里（1978）が「要は『やりとり』ということであるから，治療者は

患者の種類に合せ，自分の性格に合せて」，「原法をいくらでもモディファイしてかまわない」

と述べた通り，多様な現場において多様な方法で活用されていることがわかった。特に，実施

機関，実施対象，実施方法，実施時期は中里（1978）の原法からの変更や文献による違いが多

くみられたため，概要とともに表１４）にまとめた。表１からは以下のことが明らかになった。 

実実施施機機関関 考案した中里（1978）と同様に精神科もしくは心療内科が最も多く，他にも司法領

域や教育現場などでも用いられていたことがわかり，多様な現場で活用されていると言える。

さらに，治療場面のみならず，対人援助職の養成課程でも活用されており（梶原，2016；三宅，

2009），実習での体験意義が検討されている。 
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著者 出版年 概要 実施機関 実施対象 実施方法 実施時期

中里均 1978
交互色彩分割法の考案者による原法の紹介。
考案の経緯や技法の在り方，反応類型などに
ついて論じる。

精神科 慢性分裂病の⻑期⼊院例 （原法） 不記載

志村実生・
荒木志朗

1984

交互色彩分割法を中心とした面接を実施した
分裂病患者の事例を挙げ，その描画の変化に
ついてふれながら，交互色彩分割法の「間接
的治療法」以上の治療可能性について指摘し
ている。

精神科 寡黙な精神分裂病

患者が使いたい画材で実施。/患
者側と治療者側に領域を二分
し，柔らかい線や類似色を活用
した。/好きな向きを尋ねた。

経過を
通して

志村実生・
荒木志朗

1986
抑うつ状態の患者の面接において交互色彩分
割法を活用した事例を紹介し，うつ状態への
適応可能性について述べている。

精神科 躁鬱病（うつ状態）
経過の中で，交互なぐりがき法
と一緒に行うこともあった。

経過を
通して

山下洋・松
谷克彦・志
村実生

1989

強迫神経症患者とその妻に対する家族療法の
中で，家庭での宿題として交互色彩分割法を
実施した事例を中心に報告し，交互色彩分割
法が家族療法に役立つことを述べている。

精神科 強迫神経症患者とその妻
夫婦で行う。/宿題（裏に行った
日時・状況・話したこと等を書
く）。

経過を
通して

志村実生 1991

夫婦療法におけるアートの活用について，方
法の一つとして交互色彩分割法を活用した事
例を取りあげ，家族で交互色彩分割法を実施
する意義について述べている。

精神科
躁うつ病の夫と
神経症性うつ病の妻

家族内からペアを選び，それぞ
れ発起者と相伴者とする。/宿
題。/画材は家にあるもの，用紙
の大きさは時間の余裕によって
選択。/最後の彩色は相手の塗り
たい色を当てるまで是非を問
う。/気に⼊った向きを決める。

不記載

矢幡洋 1991

慢性分裂病への実施経過から反応の特徴につ
いて述べる。また，分裂病の症例について取
りあげ，描画行動の変化が治療上の指針とし
て有益であったと述べ，技法のメリットにつ
いても述べている。

精神科 分裂病

患者のエネルギーによっては小
さな用紙で行う。/色選びや領域
選びは相手の妨害を避ける，暖
色系の色をとっておくなどの留
意をしている。

経過を
通して

吉野啓子 2000
治療場面での絵画の活用を論じ，治療場面で
の緊張を緩める方法の一例として交互色彩分
割法を実施した事例を紹介している。

不記載 女子高生（自傷行為） 不記載 初期

志水紀子・
山﨑一馬

2001

非行少年の試験観察において，家族間で交互
色彩分割法を実施した事例を挙げ，家族間交
互色彩分割法がもつ「間」の調整機能につい
て述べている。

司法
（試験観察）

非行少年とその家族

発起人（見守り役）を置く。/宿
題。/最後の彩色は相手の塗りた
い色を当てるまで是非を問う。/
無言で行う。/気に⼊った向きを
決める。

経過を
通して

小嶋玲子 2006

学校臨床場面で中学生に交互色彩分割法を活
用した２事例を報告し，「やりとり」，「自
由度の高さ」といった点から学校現場での交
互色彩分割法の有効性を論じている。

中学校（SC） 中学生
事例２については家族で宿題と
して。

初回/
経過を
通して

定塚江美
子・定塚甫

2008

精神科で交互色彩分割法が実施された27例に
ついて検討している。枠付けの意義や現実面
での変化，副反応の少なさなどに言及してい
る。

メンタル
クリニック

健常群（8例）
/患者群（19例）

不記載 不記載

志水紀子 2008
家族間で交互色彩分割法を実施した事例を挙
げながら，家族間交互色彩分割法の実施方法
と特徴について紹介している。

司法
（試験観察）

非行少年とその家族
マネージャー役を置く。/その他
志水・山﨑（2001）と同様の方
法。

経過を
通して

定塚江美
子・定塚甫

2009

医療心理面接で交互色彩分割法とバウムテス
トを実施した30例のうち，代表的な５症例に
ついて検討している。全体において心理社会
的改善がみられたと報告している。

心療内科
分裂感情障害(2例)・適応
障害(1例)・強迫性障害(1
例)・思春期危機(1例）

不記載 不記載

三宅理子 2009
教員養成課程における実習で交互色彩分割法
を実施し，ペアのタイプの分類や，実習生が
体験する意義について述べている。

大学
（教員等養成）

教育学部の学生
無言で実施。/ふりかえりを行
う。/絵に題名をつける。

ー

定塚江美
子・山本紗
奈衣・ 荒深
千景他

2010

心療内科外来での55例について交互色彩分割
法を導⼊し，３年経過後に治療効果をまとめ
ている。交互色彩分割法は治療法として高い
有効性・汎用性を持つことを指摘している。

心療内科

統合失調症(9例)・分裂感
情障害(9例)・うつ病(7
例)・思春期危機(6例)・摂
食障害(5例)・不安障害(5
例)・境界型人格障害(4
例)・強迫性障害(3例)・双
極性障害(2例)・外傷後ス
トレス障害(1例)・身体化
障害(1例)・ADHD(1例)・
性同一性障害(1例)・適応
障害(1例)

不記載 不記載

表１ 交互色彩分割法についての文献の概要

－ 171 －

杉山：交互色彩分割法研究の概観



4 
 

 
 

実実施施対対象象 最初に中里（1978）が対象とした通り，統合失調症患者が多いが（例えば，志村・

荒木，1984；矢幡，1991），精神科領域内でも対象がうつ病など他の疾患にも広がっていた。さ

らに非行少年や児童・生徒など，さまざまな対象に用いられていた。加えて，治療者と患者の

間のみならず，家族のメンバー間での実施もあった（例えば，志村，1991；山下ら，1989）。 

実実施施方方法法 実施場面に応じて画材や画用紙の大きさの変更がなされていることがあった。また，

気に入った向きを尋ねる・相手の塗りたい色を当てる（例えば，志水・山﨑，2001；志村，1991），

できあがった絵に題名（タイトル）をつける（上手・上手，2015；三宅，2009）といった手順

が取り入れられることもあった。三宅（2009）は作品に題名をつけることは無意味なものに意

味づけをすることであり，相手とのイメージの共有に役立つと指摘している。なお，本稿では

分析対象としなかったが，文献を収集する中で交互色彩分割法に類似した技法や変法の存在も

明らかになった５）。 

実実施施時時期期 治療の経過を通して実施されること（例えば，志村・荒木，1984；矢幡，1991）や，

治療の初期に実施されること（例えば，桑原，2015；吉野，2000）が多かった。交互色彩分割

法はその実施しやすさや拒否の少なさから，治療初期にも活用しやすい。特に病態水準の重い

対象に実施する場合や，家族間での実施といった治療者のいない場面で実施される場合，経過

を通して活用されることが多いと考えられる。一方，他の描画法や箱庭療法などが実施できる

場合には，交互色彩分割法は経過の初期にのみ活用されることが多かった。 

著者 出版年 概要 実施機関 実施対象 実施方法 実施時期

定塚江美
子・定塚甫

2014

心理療法として交互色彩分割法を取り⼊れ，社
会との交流を認めるようになった症例を報告
している。自己治癒力を導き出す有効な方法で
あると指摘している。

医療機関 社会不安障害 不記載 不記載

上手幸治・
上手由香

2015
小学生との初回面接で交互色彩分割法を実施
した４例を挙げ，交互色彩分割法が関係構築
や心理面の理解に役立つと述べている。

小学校（SC） 小学生
分割線，彩色共にクライエント
から。/絵にタイトルをつける。

初回

桑原晴子 2015
箱庭療法を実施した事例について報告する中
で，より侵襲度の低い方法として経過の初期に
交互色彩分割法を活用している。

不記載
(週１回の面接)

不登校
(中学生女子，場面緘黙)

不記載
初回
/初期

梶原律子 2016

看護学校の実習で交互色彩分割法を実施し，
実習生の書いた感想シートから技法の特徴に
ついて考察している。体験が看護師に必要なス
キルにも繋がると述べている。

看護学校 看護学生
⿊のクレヨンで描線。/クライエ
ント役とセラピスト役になって
行う。

ー

大川ふみ 2018

交互色彩分割法を実施した事例について紹介
し，絵画療法はクライエントが自分の葛藤に
向き合い，折り合いをつける時間にただ寄り
添い支えてくれるものだと指摘している。

精神科
不登校・引きこもり
（高２男子）

不記載
経過を
通して

文山知紗・
清重英矩 ・
豊原響子他

2021

力動的心理療法における描画について，交互
色彩分割法を一例として取り上げ，事例を検討
したことを報告した。実施によってクライエン
トの主体が発揮されるようになったことや，
交互色彩分割法の「色」をそのまま用いると
いう特徴に言及している。

不記載 不記載 不記載 不記載

寺沢英理子 2021

様々な絵画療法を活用した心理療法の事例に
ついて紹介し，その中で交互色彩分割法も活
用している。分割することと離人感の関係につ
いて述べている。

不記載
（週１回・

50分の面接）
20代後半女性

経過の中でいろいろな絵画療法
を実施。交互色彩分割法の実施
の前の回で色彩分割法を実施。

中盤

友竹悠香 2023

研究ノート。交互色彩分割法の描画やその過
程に，クライエントの相互交流の中での対人
関係の在り方が見られるのではないかと指摘
した。

ー ー ー ー

表１ 交互色彩分割法についての文献の概要（続き）
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実実施施対対象象 最初に中里（1978）が対象とした通り，統合失調症患者が多いが（例えば，志村・

荒木，1984；矢幡，1991），精神科領域内でも対象がうつ病など他の疾患にも広がっていた。さ

らに非行少年や児童・生徒など，さまざまな対象に用いられていた。加えて，治療者と患者の

間のみならず，家族のメンバー間での実施もあった（例えば，志村，1991；山下ら，1989）。 

実実施施方方法法 実施場面に応じて画材や画用紙の大きさの変更がなされていることがあった。また，

気に入った向きを尋ねる・相手の塗りたい色を当てる（例えば，志水・山﨑，2001；志村，1991），

できあがった絵に題名（タイトル）をつける（上手・上手，2015；三宅，2009）といった手順

が取り入れられることもあった。三宅（2009）は作品に題名をつけることは無意味なものに意

味づけをすることであり，相手とのイメージの共有に役立つと指摘している。なお，本稿では

分析対象としなかったが，文献を収集する中で交互色彩分割法に類似した技法や変法の存在も

明らかになった５）。 

実実施施時時期期 治療の経過を通して実施されること（例えば，志村・荒木，1984；矢幡，1991）や，

治療の初期に実施されること（例えば，桑原，2015；吉野，2000）が多かった。交互色彩分割

法はその実施しやすさや拒否の少なさから，治療初期にも活用しやすい。特に病態水準の重い

対象に実施する場合や，家族間での実施といった治療者のいない場面で実施される場合，経過

を通して活用されることが多いと考えられる。一方，他の描画法や箱庭療法などが実施できる

場合には，交互色彩分割法は経過の初期にのみ活用されることが多かった。 

著者 出版年 概要 実施機関 実施対象 実施方法 実施時期

定塚江美
子・定塚甫

2014

心理療法として交互色彩分割法を取り⼊れ，社
会との交流を認めるようになった症例を報告
している。自己治癒力を導き出す有効な方法で
あると指摘している。

医療機関 社会不安障害 不記載 不記載

上手幸治・
上手由香

2015
小学生との初回面接で交互色彩分割法を実施
した４例を挙げ，交互色彩分割法が関係構築
や心理面の理解に役立つと述べている。

小学校（SC） 小学生
分割線，彩色共にクライエント
から。/絵にタイトルをつける。

初回

桑原晴子 2015
箱庭療法を実施した事例について報告する中
で，より侵襲度の低い方法として経過の初期に
交互色彩分割法を活用している。

不記載
(週１回の面接)

不登校
(中学生女子，場面緘黙)

不記載
初回
/初期

梶原律子 2016

看護学校の実習で交互色彩分割法を実施し，
実習生の書いた感想シートから技法の特徴に
ついて考察している。体験が看護師に必要なス
キルにも繋がると述べている。

看護学校 看護学生
⿊のクレヨンで描線。/クライエ
ント役とセラピスト役になって
行う。

ー

大川ふみ 2018

交互色彩分割法を実施した事例について紹介
し，絵画療法はクライエントが自分の葛藤に
向き合い，折り合いをつける時間にただ寄り
添い支えてくれるものだと指摘している。

精神科
不登校・引きこもり
（高２男子）

不記載
経過を
通して

文山知紗・
清重英矩 ・
豊原響子他

2021

力動的心理療法における描画について，交互
色彩分割法を一例として取り上げ，事例を検討
したことを報告した。実施によってクライエン
トの主体が発揮されるようになったことや，
交互色彩分割法の「色」をそのまま用いると
いう特徴に言及している。

不記載 不記載 不記載 不記載

寺沢英理子 2021

様々な絵画療法を活用した心理療法の事例に
ついて紹介し，その中で交互色彩分割法も活
用している。分割することと離人感の関係につ
いて述べている。

不記載
（週１回・

50分の面接）
20代後半女性

経過の中でいろいろな絵画療法
を実施。交互色彩分割法の実施
の前の回で色彩分割法を実施。

中盤

友竹悠香 2023

研究ノート。交互色彩分割法の描画やその過
程に，クライエントの相互交流の中での対人
関係の在り方が見られるのではないかと指摘
した。

ー ー ー ー

表１ 交互色彩分割法についての文献の概要（続き）
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以上のように，交互色彩分割法についての文献は少ないものの，交互色彩分割法は精神病水

準の患者から健常な学生まで幅広い病態水準に対して，また，子どもから大人まで幅広い年齢

の対象に活用されていることが明らかになった。さらに，専門家のいる病院から，家庭など治

療者のいない場面まで多様な現場で用いられていること，目的に合わせた多様な方法で用いら

れていることが明らかになった。しかし，こうした現場での多様な活用にもかかわらず，実証

的な研究が行われていないことも明らかになった。 

 

３．交互色彩分割法の特徴  
 表１に挙げた文献の記述を中心に，交互色彩分割法という技法の効果や問題点について検討

する。まず，交互色彩分割法の長所について検討していく。中里（1978）自身は交互色彩分割

法の長所として，以下の五点を挙げている。 

１１））熟熟練練をを要要ささなないい 中里（1978）は，治療者は患者の一挙手一投足に気を使って患者と対話

するが，交互色彩分割法ではそうした気づかいの多くが不要になると指摘している。また，手

技が優れていても使える人が少なければ価値が少ないため，「簡単であるにこしたことはない」

（中里，1978）とも述べている。 

２２））従従来来のの描描画画法法よよりり時時間間がが短短くくててすすむむ  中里（1978）は，「方法を了解するまでの時間や恥ら

いのための時間」が短縮される，つまり技法自体の実施時間ではなく，それ以外の時間が短縮

できると述べている。実際，実施方法が了解しやすいため，宿題として治療者のいない場面に

おいて家族間で実施することが可能となっている（例えば，山下ら，1989；志水，2008）と考

えられる。また，志村（1991）は使える時間に応じて用紙の大きさを選択しており，技法の実

施時間を調整する工夫がなされている。 

３３））治治療療者者のの疲疲労労がが軽軽減減さされれるる 中里（1978）が交互色彩分割法を考案した理由の一つにもあ

るように，交互色彩分割法では患者にやらせるという罪悪感が軽減される。また，治療者が描

画状況をみるだけでなく，参加することで，治療者も楽しむことができ，疲労が軽くなると述

べている。 

４４））拒拒否否がが少少ななくく，，自自然然なな場場ががででききるる 中里（1978）は交互色彩分割法の導入を患者に拒否さ

れることはほとんどなく，それは侵襲の少なさのあらわれであると考察している。また，治療

者も描画によって“自分を出す”ことになるので，患者も“自分を出し”，「やりとり」という

形になって患者が安心して乗ってくれる。そうすると自然な場ができ，そこで行われる言語上

の対話も充実してくるという「副産物」もうまれるとしている（中里，1978）。 

５５））ババリリエエーーシショョンンががふふええるる 中里（1978）は，単独で行う色彩分割法では単純な格子模様し

か描かない患者の一群がいるが，交互法にすることで微妙な表現の差がみえてきて，バリエー

ションがふえることを指摘している。治療者との交流によって患者の表現は変化し，一般にも

バリエーションが増加すると考えられ，交互色彩分割法では単独ではみえてこなかったクライ

エントの表現がみえると考えられる。 

続いて，中里（1978）以降指摘されてきた交互色彩分割法の長所や効果について検討する。

まず，侵襲性が低く（志村・荒木，1986；矢幡，1991），拒否が少ない（上手・上手，2015；矢

幡，1991）ために導入しやすい。これは中里（1978）も指摘している通りで，交互色彩分割法
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の大きな長所だと考えられる。導入のしやすさという点では，言語や具体的なイメージを使わ

ないという特徴もある。言語での表現が難しいクライエントにも導入でき（大川，2018；志村・

荒木，1984），色や形を扱うことで「言葉になりづらいものを扱うこと」になる（文山ら，2021）。

また，志村・荒木（1986）は「作品を共同で創るという作業の中で，一種の治療同盟が形成さ

れていく」とし，大川（2018）は「まずは関係性をじっくり作りたいクライアントには適して

いる」と指摘している。実際，初回面接で多く活用されており，関係性や治療構造をつくると

ころから取り組みたい場合にも有効であると考えられる。また，志村・荒木（1986）は実施中

に「緊張や不安が軽減される」とし，山下ら（1989）は「緊張の高い関係を遊びの関係性へと

ずらす効果」があると指摘しているように，交互色彩分割法の実施によって緊張や不安が緩む

効果があると考えられる。 

交互法であることは，前提として治療者が参加するということを意味する。志村・荒木（1984）

は「治療者が直接，素材に介入することができる」ことを交互色彩分割法の大きな特徴である

と述べている。梶原（2016）は，交互色彩分割法はセラピストが「そのときに最良と思われる

線を返していく」ものであり，そうした反応は「バーバルなコミュニケーションでの相槌と同

じである」と指摘している。また，矢幡（1991）は交互色彩分割法を「病者に対するさまざま

な感情が生起するものである」と指摘している。このように治療者の心の動きや働きかけにつ

いての言及があるように，交互色彩分割法は二者が対等な関係として紙面上に表現していく中

で，治療者も心を使ってクライエントのことを感じ，また，紙面上でクライエントとコミュニ

ケーションを取ることができる技法だと考えられる。 

交互色彩分割法のやりとりは，自己治癒力を引き出すことができ（定塚・定塚，2014；志水，

2008），「繰り返し用いることによって，自己表現が可能」となる（定塚ら，2010）という指摘

もあり，交互色彩分割法がクライエントの持つ力を引き出していると考えられる。また，交互

色彩分割法は振り返りやすいという特徴もある。三宅（2009）は「作品に表れた自分の特徴や

相手との関係に気づき，注目することが可能となる技法である」とし，「他の描画法に比べて，

より作品から完成に至るプロセスをふりかえりやすい」と考察している。また，山下ら（1989）

は家族間での実施について，セッションに作品を置くと家族のメンバーが普段と違う表現をし，

「やりとりが生き生きしたものになる」と指摘している。このように，交互色彩分割法は実施

そのもの，そしてその振り返りにおいてもクライエントの持つ力を引き出すことができる技法

だと考えられる。 

さらに，交互色彩分割法の実施によって他者や自己の存在が意識されるという指摘も多い。

相手が塗っている間は待たなければならず，必然的に相手の色が目に入り，相手の影響を受け

るため，「他者との関係上にある自分を意識する視点を持てる機会」になる（志水，2008）。ま

た，自分の彩色を相手が気に入るか，相手の彩色を踏まえて自分はどうするかなど，あれこれ

と思いを巡らせるため，「相手の気持ちを推し量る練習ができる」（志水・山﨑，2001）。山﨑

（2017）が家族間で実施した事例においても，交互色彩分割法の実施によってお互いの気持ち

を推し量り，家族の関係の変化に繋がっている。さらに，志水・山﨑（2001）は相手の彩色次

第で自分が塗った色のイメージが変わる中で，自分が存在する実感を抱き，「『相手あっての自

分』を意識でき，相手の存在も尊重できること」も指摘している。加えて，彩色することは自
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の大きな長所だと考えられる。導入のしやすさという点では，言語や具体的なイメージを使わ

ないという特徴もある。言語での表現が難しいクライエントにも導入でき（大川，2018；志村・

荒木，1984），色や形を扱うことで「言葉になりづらいものを扱うこと」になる（文山ら，2021）。

また，志村・荒木（1986）は「作品を共同で創るという作業の中で，一種の治療同盟が形成さ

れていく」とし，大川（2018）は「まずは関係性をじっくり作りたいクライアントには適して

いる」と指摘している。実際，初回面接で多く活用されており，関係性や治療構造をつくると

ころから取り組みたい場合にも有効であると考えられる。また，志村・荒木（1986）は実施中

に「緊張や不安が軽減される」とし，山下ら（1989）は「緊張の高い関係を遊びの関係性へと

ずらす効果」があると指摘しているように，交互色彩分割法の実施によって緊張や不安が緩む

効果があると考えられる。 

交互法であることは，前提として治療者が参加するということを意味する。志村・荒木（1984）

は「治療者が直接，素材に介入することができる」ことを交互色彩分割法の大きな特徴である

と述べている。梶原（2016）は，交互色彩分割法はセラピストが「そのときに最良と思われる

線を返していく」ものであり，そうした反応は「バーバルなコミュニケーションでの相槌と同

じである」と指摘している。また，矢幡（1991）は交互色彩分割法を「病者に対するさまざま

な感情が生起するものである」と指摘している。このように治療者の心の動きや働きかけにつ

いての言及があるように，交互色彩分割法は二者が対等な関係として紙面上に表現していく中

で，治療者も心を使ってクライエントのことを感じ，また，紙面上でクライエントとコミュニ

ケーションを取ることができる技法だと考えられる。 

交互色彩分割法のやりとりは，自己治癒力を引き出すことができ（定塚・定塚，2014；志水，

2008），「繰り返し用いることによって，自己表現が可能」となる（定塚ら，2010）という指摘

もあり，交互色彩分割法がクライエントの持つ力を引き出していると考えられる。また，交互

色彩分割法は振り返りやすいという特徴もある。三宅（2009）は「作品に表れた自分の特徴や

相手との関係に気づき，注目することが可能となる技法である」とし，「他の描画法に比べて，

より作品から完成に至るプロセスをふりかえりやすい」と考察している。また，山下ら（1989）

は家族間での実施について，セッションに作品を置くと家族のメンバーが普段と違う表現をし，

「やりとりが生き生きしたものになる」と指摘している。このように，交互色彩分割法は実施

そのもの，そしてその振り返りにおいてもクライエントの持つ力を引き出すことができる技法

だと考えられる。 

さらに，交互色彩分割法の実施によって他者や自己の存在が意識されるという指摘も多い。

相手が塗っている間は待たなければならず，必然的に相手の色が目に入り，相手の影響を受け

るため，「他者との関係上にある自分を意識する視点を持てる機会」になる（志水，2008）。ま

た，自分の彩色を相手が気に入るか，相手の彩色を踏まえて自分はどうするかなど，あれこれ

と思いを巡らせるため，「相手の気持ちを推し量る練習ができる」（志水・山﨑，2001）。山﨑

（2017）が家族間で実施した事例においても，交互色彩分割法の実施によってお互いの気持ち

を推し量り，家族の関係の変化に繋がっている。さらに，志水・山﨑（2001）は相手の彩色次

第で自分が塗った色のイメージが変わる中で，自分が存在する実感を抱き，「『相手あっての自

分』を意識でき，相手の存在も尊重できること」も指摘している。加えて，彩色することは自

7 
 

分の領域を確保し，大事にすることであり，自分の領域を作ることで自己主張ができることも

指摘している（志水・山﨑，2001）。三宅（2009）が交互色彩分割法の本質を，「他者と出会い

その他者をどう受け入れていくかということにある」とするように，他者の存在が意識され，

さらに自己が意識されていくことは，交互色彩分割法の大きな特徴であると考えられる。 

加えて，交互色彩分割法はアセスメントに活用できることも指摘されている。上手・上手（2015）

はクライエントに先に分割と彩色をさせることで，新奇場面での反応を把握している。山下ら

（1989）は交互色彩分割法を「関与しながらの観察」とし，実施がクライエントを観察する材

料になると考えられる。また，友竹（2023）は「クライエントの相互交流の中での対人関係の

在り方が見られるのではないか」と考察している。実際，寺沢（2021）や小嶋（2006）の事例

からは，交互色彩分割法と，面接内容やクライエントの変化が関連していることが読み取れ，

交互色彩分割法がアセスメントに活用できる可能性が考えられる。 

続いて交互色彩分割法の問題点についても検討する。中里（1978）自身も交互色彩分割法に

侵襲性がないわけではなく，拒否が少ないということは巻き込む力が強いということに触れる

など，いくつか問題点についても指摘している。他の文献においても，特に病態水準に関連し

た問題点が指摘されている。酒木・小山内（1990）は，交互色彩分割法においてはどの領域を

誰が彩色したか区別出来なくなるため，「自他の未分化」，「自分と他者との融合状態」にある「主

体性の障害を示す」患者の場合は適用に慎重になる必要があると指摘している。また，矢幡（1991）

は，投影とは異なる「過剰な異常意味活動」として，本来抽象的な交互色彩分割法の絵に意味

を見いだす患者がいることを指摘しており，患者の病態水準が重い場合には注意が必要である

と考えられる。一方で矢幡（1991）は，交互色彩分割法を大きな障害の目立たない病者には「物

足りない」ものとしており，実際，比較的健康なクライエントにおいては初期のみに実施され，

その後，他の技法に移行する傾向にある。こうした問題点から，交互色彩分割法は多様な対象

に活用できる方法ゆえ，クライエントに応じて適用時期や実施方法を考える必要があると言え

る。そして，そうした工夫によって交互色彩分割法をより効果的に活用できると考えられる。 

 

4．交互色彩分割法における反応の特徴 
中里（1978）は，治療者が反応の類型化に夢中になりすぎることで，実験者的感覚が生じ，

交互色彩分割法の本質から外れてしまうことに注意を促しつつ，実施経験から目立った現象を

類型化している。また，その他の報告においても，事例の経験等から交互色彩分割法で起こる

反応をどのような視点で分けることができるのかについて検討がなされてきた。ここではそう

した類型や反応に着目する視点についてみていく。 

表１の文献を中心に，これまで指摘されてきた反応の分類や特徴を捉える視点について表２

４）に整理した。まず，中里（1978）は描線について「模倣反応」，「無関係反応」，「有機的反応」

に分類した。模倣反応の一つである「対称反応」が最も多くみられ，健康な人では有機的反応

がみられることが多いと指摘している。実際に，梶原（2016）は看護学生の実習で行ったため

全てが有機的反応だったと述べ，加えて二回目以降の実施で出てくることの多い「遊べる線」

の存在にも言及している。また，矢幡（1991）は中里（1978）の類型に加えて「遠慮反応」の

存在を指摘している。 

－ 175 －
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着
目
点

内
容

文
献

対
称
反
応

画
用
紙
の
縦
軸
，
横
軸
あ
る
い
は
中
心
を
基
準
と
し
て
，
治
療
者
の
線
と
対
称
の
位
置
に
似
た
線
を
描
く
現
象
。
最
も
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。

な
ぞ
り
反
応

治
療
者
の
線
の
近
く
に
，
そ
の
線
を
な
ぞ
る
よ
う
に
描
線
す
る
現
象
。
慢
性
分
裂
病
者
，
脳
炎
後
遺
症
の
患
者
に
み
ら
れ
た
。

純
粋
無
関
係
反
応

治
療
者
の
線
に
左
右
さ
れ
ず
自
分
の
線
を
描
線
す
る
現
象
。
「
我
関
せ
ず
」
。

い
い
加
減
反
応

治
療
者
に
対
す
る
「
お
つ
き
あ
い
」
で
仕
方
な
く
描
線
す
る
現
象
。
治
療
者
へ
の
生
き
生
き
と
し
た
呼
応
が
見
ら
れ
な
い
。

両
者
の
描
線
に
生
き
生
き
と
し
た
呼
応
が
み
ら
れ
，
完
成
後
に
一
種
の
満
足
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
健
康
人
と
の
間
で
行
う
と
多
い
。

画
用
紙
の
中
心
に
筆
を
走
ら
せ
な
い
，
大
胆
に
分
割
す
る
こ
と
を
避
け
る
な
ど
，
「
画
用
紙
を
分
割
し
な
い
反
応
」
。
安
全
感
の
乏
し
さ
と
萎

縮
の
あ
ら
わ
れ
。

矢
幡
（
19
91
）

激
し
い
描
線
。
病
状
不
安
定
な
病
者
が
引
く
こ
と
が
あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

波
線
・
ジ
グ
ザ
グ
線
・
グ
ル
グ
ル
線
，
ハ
ー
ト
や
星
の
よ
う
な
具
象
図
形
な
ど
。
初
回
か
ら
は
あ
ら
わ
れ
ず
，
二
回
目
以
降
の
面
接
で
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

梶
原
（
20
16
）

健
康
な
人
は
選
択
し
に
く
い
が
患
者
は
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
。
何
も
塗
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

治
療
者
の
選
ん
だ
色
と
同
じ
色
を
患
者
が
次
に
塗
る
現
象
。

原
色
の
み
を
選
択
し
，
中
間
色
を
選
択
し
な
い
。
急
性
期
離
脱
よ
り
間
も
な
い
病
者
が
回
復
に
つ
れ
て
中
間
色
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

ほ
と
ん
ど
消
え
⼊
る
よ
う
な
筆
圧
。
急
性
期
を
脱
し
て
間
も
な
い
分
裂
病
者
や
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
低
い
病
者
。
回
復
に
つ
れ

て
筆
圧
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

ム
ラ
が
な
く
な
る
ま
で
強
い
筆
圧
で
塗
る
。
一
次
的
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
分
裂
病
者
で
み
ら
れ
た
。

分
割
線
を
の
り
越
え
て
の
荒
々
し
い
彩
色
。
自
己
制
御
の
困
難
を
あ
ら
わ
す
。
集
中
困
難
な
場
合
に
も
一
緒
に
隣
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

１
区
画
の
中
央
の
み
を
彩
色
し
，
周
囲
に
余
白
を
残
し
て
し
ま
う
現
象
。
中
里
（
19
78
）
は
単
独
の
色
彩
分
割
法
で
み
ら
れ
，
交
互
法
で
は
見

ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
が
，
矢
幡
（
19
91
）
は
交
互
法
で
も
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

中
里
（
19
78
）

矢
幡
（
19
91
）

領
域
の
へ
り
か
ら
，
枠
づ
け
る
よ
う
に
周
囲
か
ら
塗
っ
て
い
く
。
接
触
回
避
を
示
す
患
者
よ
り
は
人
格
水
準
の
高
い
患
者
で
み
ら
れ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

端
か
ら
順
に
機
械
的
に
選
択
し
て
彩
色
す
る
現
象
。
「
外
界
の
秩
序
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
な
選
択
を
回
避
す
る
」
傾
向
。

治
療
者
の
選
択
す
る
領
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
領
域
を
敢
え
て
選
び
，
治
療
者
が
今
彩
色
し
た
領
域
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

治
療
者
が
あ
る
領
域
を
彩
色
す
る
と
，
そ
れ
に
寄
り
添
う
か
の
よ
う
に
隣
接
す
る
領
域
に
彩
色
す
る
。

面
積
が
小
さ
い
と
い
う
理
由
で
領
域
を
選
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
現
象
。
萎
縮
の
あ
ら
わ
れ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
回
避
。

途
中
で
完
成
を
放
棄
す
る
。
急
性
期
を
脱
し
て
間
も
な
い
分
裂
病
者
，
慢
性
分
裂
病
者
に
み
ら
れ
る
。
自
我
の
縮
小
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
低
下
。

抽
象
的
な
描
画
に
具
体
物
を
描
き
込
む
な
ど
，
具
象
画
に
す
る
。
投
影
で
は
な
く
，
過
剰
な
異
常
意
味
活
動
。

お
互
い
が
お
互
い
の
様
子
を
見
な
が
ら
，
相
手
の
や
り
方
を
取
り
⼊
れ
て
い
く
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
，
ま
と
ま
っ
た
作
品
が
で
き
や
す
い
。

分
割
も
彩
色
も
お
互
い
が
自
分
に
近
い
部
分
の
紙
面
を
埋
め
て
い
く
。
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
が
多
い
。

お
互
い
が
作
業
の
中
で
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
，
相
手
か
ら
受
け
た
も
の
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
の
せ
て
返
す
。
積
極
的
に
や
り
と

り
を
行
う
ペ
ア
。
動
き
の
あ
る
独
創
性
に
富
ん
だ
作
品
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

表
２
 
反
応
の
類
型
・
種
類
（
記
載
の
文
献
よ
り
筆
者
が
作
成
）

模
倣
反
応

中
里
（
19
78
）

相
手
の
線
と
の

関
係

線
の
形

色

反
応

遊
べ
る
線

模
倣
反
応

無
関
係
反
応 有
機
的
反
応

遠
慮
反
応

稲
妻
型

白
の
選
択

原
色
の
み
の
使
用

三
宅
（
20
09
）

描 線 段 階 彩 色 段 階 全 体
ペ
ア
の

タ
イ
プ

塗
り
方

領
域 他

矢
幡
（
19
91
）

矢
幡
（
19
91
）

中
里
（
19
78
）

矢
幡
（
19
91
）

意
味
づ
け

枠
付
け

筆
圧

途
中
放
棄

接
触
忌
避

（
接
触
回
避
）

寄
添
い
型

疎
遠
型

弱
い

強
い

枠
無
視

闘
争
型

選
択
回
避

治
療
者
回
避

治
療
者
へ
の
寄
り
添
い

小
さ
い
領
域
の
選
択

－ 176 －
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着
目
点

内
容

文
献

対
称
反
応

画
用
紙
の
縦
軸
，
横
軸
あ
る
い
は
中
心
を
基
準
と
し
て
，
治
療
者
の
線
と
対
称
の
位
置
に
似
た
線
を
描
く
現
象
。
最
も
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。

な
ぞ
り
反
応

治
療
者
の
線
の
近
く
に
，
そ
の
線
を
な
ぞ
る
よ
う
に
描
線
す
る
現
象
。
慢
性
分
裂
病
者
，
脳
炎
後
遺
症
の
患
者
に
み
ら
れ
た
。

純
粋
無
関
係
反
応

治
療
者
の
線
に
左
右
さ
れ
ず
自
分
の
線
を
描
線
す
る
現
象
。
「
我
関
せ
ず
」
。

い
い
加
減
反
応

治
療
者
に
対
す
る
「
お
つ
き
あ
い
」
で
仕
方
な
く
描
線
す
る
現
象
。
治
療
者
へ
の
生
き
生
き
と
し
た
呼
応
が
見
ら
れ
な
い
。

両
者
の
描
線
に
生
き
生
き
と
し
た
呼
応
が
み
ら
れ
，
完
成
後
に
一
種
の
満
足
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
健
康
人
と
の
間
で
行
う
と
多
い
。

画
用
紙
の
中
心
に
筆
を
走
ら
せ
な
い
，
大
胆
に
分
割
す
る
こ
と
を
避
け
る
な
ど
，
「
画
用
紙
を
分
割
し
な
い
反
応
」
。
安
全
感
の
乏
し
さ
と
萎

縮
の
あ
ら
わ
れ
。

矢
幡
（
19
91
）

激
し
い
描
線
。
病
状
不
安
定
な
病
者
が
引
く
こ
と
が
あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

波
線
・
ジ
グ
ザ
グ
線
・
グ
ル
グ
ル
線
，
ハ
ー
ト
や
星
の
よ
う
な
具
象
図
形
な
ど
。
初
回
か
ら
は
あ
ら
わ
れ
ず
，
二
回
目
以
降
の
面
接
で
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

梶
原
（
20
16
）

健
康
な
人
は
選
択
し
に
く
い
が
患
者
は
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
。
何
も
塗
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

治
療
者
の
選
ん
だ
色
と
同
じ
色
を
患
者
が
次
に
塗
る
現
象
。

原
色
の
み
を
選
択
し
，
中
間
色
を
選
択
し
な
い
。
急
性
期
離
脱
よ
り
間
も
な
い
病
者
が
回
復
に
つ
れ
て
中
間
色
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

ほ
と
ん
ど
消
え
⼊
る
よ
う
な
筆
圧
。
急
性
期
を
脱
し
て
間
も
な
い
分
裂
病
者
や
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
低
い
病
者
。
回
復
に
つ
れ

て
筆
圧
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

ム
ラ
が
な
く
な
る
ま
で
強
い
筆
圧
で
塗
る
。
一
次
的
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
分
裂
病
者
で
み
ら
れ
た
。

分
割
線
を
の
り
越
え
て
の
荒
々
し
い
彩
色
。
自
己
制
御
の
困
難
を
あ
ら
わ
す
。
集
中
困
難
な
場
合
に
も
一
緒
に
隣
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

１
区
画
の
中
央
の
み
を
彩
色
し
，
周
囲
に
余
白
を
残
し
て
し
ま
う
現
象
。
中
里
（
19
78
）
は
単
独
の
色
彩
分
割
法
で
み
ら
れ
，
交
互
法
で
は
見

ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
が
，
矢
幡
（
19
91
）
は
交
互
法
で
も
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

中
里
（
19
78
）

矢
幡
（
19
91
）

領
域
の
へ
り
か
ら
，
枠
づ
け
る
よ
う
に
周
囲
か
ら
塗
っ
て
い
く
。
接
触
回
避
を
示
す
患
者
よ
り
は
人
格
水
準
の
高
い
患
者
で
み
ら
れ
る
。

矢
幡
（
19
91
）

端
か
ら
順
に
機
械
的
に
選
択
し
て
彩
色
す
る
現
象
。
「
外
界
の
秩
序
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
な
選
択
を
回
避
す
る
」
傾
向
。

治
療
者
の
選
択
す
る
領
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
領
域
を
敢
え
て
選
び
，
治
療
者
が
今
彩
色
し
た
領
域
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

治
療
者
が
あ
る
領
域
を
彩
色
す
る
と
，
そ
れ
に
寄
り
添
う
か
の
よ
う
に
隣
接
す
る
領
域
に
彩
色
す
る
。

面
積
が
小
さ
い
と
い
う
理
由
で
領
域
を
選
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
現
象
。
萎
縮
の
あ
ら
わ
れ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
回
避
。

途
中
で
完
成
を
放
棄
す
る
。
急
性
期
を
脱
し
て
間
も
な
い
分
裂
病
者
，
慢
性
分
裂
病
者
に
み
ら
れ
る
。
自
我
の
縮
小
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
低
下
。

抽
象
的
な
描
画
に
具
体
物
を
描
き
込
む
な
ど
，
具
象
画
に
す
る
。
投
影
で
は
な
く
，
過
剰
な
異
常
意
味
活
動
。

お
互
い
が
お
互
い
の
様
子
を
見
な
が
ら
，
相
手
の
や
り
方
を
取
り
⼊
れ
て
い
く
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
，
ま
と
ま
っ
た
作
品
が
で
き
や
す
い
。

分
割
も
彩
色
も
お
互
い
が
自
分
に
近
い
部
分
の
紙
面
を
埋
め
て
い
く
。
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
が
多
い
。

お
互
い
が
作
業
の
中
で
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
，
相
手
か
ら
受
け
た
も
の
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
の
せ
て
返
す
。
積
極
的
に
や
り
と

り
を
行
う
ペ
ア
。
動
き
の
あ
る
独
創
性
に
富
ん
だ
作
品
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

表
２
 
反
応
の
類
型
・
種
類
（
記
載
の
文
献
よ
り
筆
者
が
作
成
）

模
倣
反
応

中
里
（
19
78
）

相
手
の
線
と
の

関
係

線
の
形

色

反
応

遊
べ
る
線

模
倣
反
応

無
関
係
反
応 有
機
的
反
応

遠
慮
反
応

稲
妻
型

白
の
選
択

原
色
の
み
の
使
用

三
宅
（
20
09
）

描 線 段 階 彩 色 段 階 全 体
ペ
ア
の

タ
イ
プ

塗
り
方

領
域 他

矢
幡
（
19
91
）

矢
幡
（
19
91
）

中
里
（
19
78
）

矢
幡
（
19
91
）

意
味
づ
け

枠
付
け

筆
圧

途
中
放
棄

接
触
忌
避

（
接
触
回
避
）

寄
添
い
型

疎
遠
型

弱
い

強
い

枠
無
視

闘
争
型

選
択
回
避

治
療
者
回
避

治
療
者
へ
の
寄
り
添
い

小
さ
い
領
域
の
選
択
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彩色の特徴的な反応として，中里（1978）は色彩でも「模倣反応」が起こること，「白の選択」

という現象，「接触忌避６）の消滅」に言及している。白の選択については，何も塗らない「パス」

のようだとも述べている。接触忌避について，中里（1978）は単独の色彩分割法でみられるが，

交互法になると消滅するとしている。しかし，矢幡（1991）が交互色彩分割法での「接触回避」

について指摘しており，必ずしも交互法において消滅するとは言えないと考えられる。さらに

矢幡（1991）は，統合失調症患者の彩色段階における反応をいくつか紹介している。色の選択

に心理的な問題があらわれるのは様々な場合がありうるとし，その一つとして「原色のみの使

用」を挙げている。上述の「接触回避」，それとは逆に領域のへりから塗る「枠付け」の存在を

指摘し，「接触回避」を示す患者よりも人格水準の高い患者で「枠付け」がみられるとしている。 

また，三宅（2009）は交互色彩分割法を実施した実習生のペアの特徴に着目し，「寄添い型」，

「疎遠型」，「闘い型」に分類している。その上で，相手の反応，時間の経過によって感情の変

化が生じ，タイプが変わってくることもあるとし，こうした変化はノンバーバルコミュニケー

ションが行われているためだと考察している。 

 

5．交互色彩分割法という技法と境界  
ここまで交互色彩分割法の長所や問題点，反応の特徴についてみてきた。交互色彩分割法は

交互法であること，つまり相互性を含む技法であることが大きな特徴であると考えられる。例

えば中里（1978）の挙げた五つの長所では，３）・４）・５）が交互法であることに起因してい

ると考えられる。前章でまとめた反応についても，交互法であることによって起こっている反

応が多いと考えられ，相互的なやりとりが描画上で行われることの効果がうかがえる。さらに，

類型や特徴的な反応をみると，対人関係の在り方や，描画上の領域の境界の持ち方に着目して

反応が掴み取られている。例えば模倣や遠慮は相手がいてこその反応であるし，端まで彩色す

るのか，相手と近い領域を選ぶのかといった点は相手や自分との距離の在り方，自他の境界の

持ち方の特徴があらわれていると考えられる。 

寺沢（2021）の取り上げた事例において，経過の中でクライエントが「自分と外との間に境

界ができた」ことに言及している。寺沢（2021）は，交互色彩分割法の実施では「空間を区切

ることが，心の内界を区切り分化させていく契機」となったと考察している。上でも言及した

ように，交互色彩分割法は他者に出会い，受け入れていく，また，自分の領域を確保し，相手

あっての自分が意識される技法である。また，“分ける”側面だけでなく，酒木・小山内（1990）

が指摘したように，誰が彩色したかわらなくなるという特徴があり，二者が“融合する”側面

があると考えられる。二人で一つの作品を作るという交互色彩分割法の性質上，物理的に線が

交わったり，色が混ざったりすることも生じ，その過程において二者の境界はゆさぶられ，曖

昧になっていく。こうした“融合する”側面も交互色彩分割法の二者が実際の紙面上でやりと

りするという相互性による特徴と考えられるのではないだろうか。実際，反応の類型をみても

相手を模倣することや，枠をはみ出すことが指摘されており，交互色彩分割法の体験過程では

相手と融合する動きが起こると考えられる。酒木・小山内（1990）はこうした融合の側面を危

険性として指摘しているが，確かに病態水準の重い患者への適用は，彼らの境界の曖昧さを刺

激してしまう可能性があり，注意が必要かもしれない。しかし，融合が生じる感覚が起こりな

－ 177 －
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がらも，紙面上に自らの領域を作り，分かれていくことが治療的に働くとも考えられるのでは

ないだろうか。以上から，交互色彩分割法では曖昧だった自他の領域を分ける，逆に相手と共

同で作品を作ることで融合していくことの両面があると言える。つまり，交互色彩分割法の実

施によって“分ける”，“融合する”といった「境界」に関連するテーマが浮かび上がってくる

と考えられる。 

交互色彩分割法と同様に交互法である交互スクイグルにおいては，実施によって自我境界が

生成されることが指摘されている（松井，2019）。治療者とクライエントの相互性から境界の存

在がはっきりと体感されることと，自分の世界が外的な世界へと混じりながら切り離され渡っ

ていく動きとが同時に起こっていることが指摘されているが（松井，2019），交互色彩分割法に

おいても似た動きが起こっていると考えられるのではないだろうか。交互色彩分割法では必然

的に，紙面を分割する過程において相手の線と交わる，または避けることになる。彩色段階で

も，目に見えて自分と相手の色と領域が立ち上がっていき，相手と接触したり回避したりする

ことになる。こうした過程では相手を意識せざるを得ず，その結果自分と相手の境界について

も意識され，自他の境界を分けていく，もしくは融合していくことになるのではないだろうか。 

以上から，交互色彩分割法の実施には，境界をゆさぶり，実施対象のもつ境界に関連したテ

ーマを浮かび上がらせるという特徴があり，さらにそれが治療で取り組む課題として認識され

たり，アセスメントに活用されたりするなど，治療に活かされることがあると考えられる。 

 

6．おわりに――交互色彩分割法のこれから 
ここまでみてきたように，交互色彩分割法は治療関係づくり，アセスメントのための活用，

境界のテーマのあらわれなど，様々な可能性を持つ技法だと考えられる。中里（1978）は，交

互色彩分割法はあくまで「間接的治療法」だと述べているが，志村・荒木（1984）や小嶋（2006）

が「間接的治療法」以上の治療可能性にも言及するなど，その治療可能性も指摘されている。 

本稿でみてきたように，交互色彩分割法については事例を紹介する文献が多いが，治療過程

の中では当然交互色彩分割法のみを使っているわけではないため，治療効果が過剰に見積もら

れていると考えられる場合もある。また，アセスメントに交互色彩分割法を活かすためにも，

実証的な研究は必要不可欠である。過度な類型化や過度に治療可能性を考えることは危険だが，

今後交互色彩分割法の効果について実証的な検討がなされていくことが望まれる。特に，本稿

でみえてきたテーマである，相互交流の在り方や，境界への着目が有効であると考える。例え

ば，発達障害をもつ者では自己感が乏しいと指摘されている（松岡，2019）が，そうした対象

に交互色彩分割法を活用することで，自他が分かれたり，主体感を持つことができたりし，自

己感の立ち上がりにつながるかもしれない。このように，相互交流の在り方や境界に着目した

研究が行われることで，さらに交互色彩分割法を効果的に活用することができると考える。 

 

＜＜注注＞＞ 

１）文献の内容を確認したところ，交互色彩分割法に関係のないものが 6 件含まれたため，除

外した。また，交互色彩分割法が，例の一つや他の技法との比較対象として挙げられてい

るのみで，それ以上言及のないものは除いた。 

－ 178 －
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がらも，紙面上に自らの領域を作り，分かれていくことが治療的に働くとも考えられるのでは

ないだろうか。以上から，交互色彩分割法では曖昧だった自他の領域を分ける，逆に相手と共

同で作品を作ることで融合していくことの両面があると言える。つまり，交互色彩分割法の実

施によって“分ける”，“融合する”といった「境界」に関連するテーマが浮かび上がってくる

と考えられる。 

交互色彩分割法と同様に交互法である交互スクイグルにおいては，実施によって自我境界が

生成されることが指摘されている（松井，2019）。治療者とクライエントの相互性から境界の存

在がはっきりと体感されることと，自分の世界が外的な世界へと混じりながら切り離され渡っ

ていく動きとが同時に起こっていることが指摘されているが（松井，2019），交互色彩分割法に

おいても似た動きが起こっていると考えられるのではないだろうか。交互色彩分割法では必然

的に，紙面を分割する過程において相手の線と交わる，または避けることになる。彩色段階で

も，目に見えて自分と相手の色と領域が立ち上がっていき，相手と接触したり回避したりする

ことになる。こうした過程では相手を意識せざるを得ず，その結果自分と相手の境界について

も意識され，自他の境界を分けていく，もしくは融合していくことになるのではないだろうか。 

以上から，交互色彩分割法の実施には，境界をゆさぶり，実施対象のもつ境界に関連したテ

ーマを浮かび上がらせるという特徴があり，さらにそれが治療で取り組む課題として認識され

たり，アセスメントに活用されたりするなど，治療に活かされることがあると考えられる。 

 

6．おわりに――交互色彩分割法のこれから 
ここまでみてきたように，交互色彩分割法は治療関係づくり，アセスメントのための活用，

境界のテーマのあらわれなど，様々な可能性を持つ技法だと考えられる。中里（1978）は，交

互色彩分割法はあくまで「間接的治療法」だと述べているが，志村・荒木（1984）や小嶋（2006）

が「間接的治療法」以上の治療可能性にも言及するなど，その治療可能性も指摘されている。 

本稿でみてきたように，交互色彩分割法については事例を紹介する文献が多いが，治療過程

の中では当然交互色彩分割法のみを使っているわけではないため，治療効果が過剰に見積もら

れていると考えられる場合もある。また，アセスメントに交互色彩分割法を活かすためにも，

実証的な研究は必要不可欠である。過度な類型化や過度に治療可能性を考えることは危険だが，

今後交互色彩分割法の効果について実証的な検討がなされていくことが望まれる。特に，本稿

でみえてきたテーマである，相互交流の在り方や，境界への着目が有効であると考える。例え

ば，発達障害をもつ者では自己感が乏しいと指摘されている（松岡，2019）が，そうした対象

に交互色彩分割法を活用することで，自他が分かれたり，主体感を持つことができたりし，自

己感の立ち上がりにつながるかもしれない。このように，相互交流の在り方や境界に着目した

研究が行われることで，さらに交互色彩分割法を効果的に活用することができると考える。 

 

＜＜注注＞＞ 

１）文献の内容を確認したところ，交互色彩分割法に関係のないものが 6 件含まれたため，除

外した。また，交互色彩分割法が，例の一つや他の技法との比較対象として挙げられてい

るのみで，それ以上言及のないものは除いた。 
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２）吉野（2000）は「相互分割彩色法」と記述しているが，内容から交互色彩分割法のことを

指していると判断した。 

３）交互色彩分割法の考案者である，中里均の個人サイトの 2011 年 4 月の記事において，「中

国や台湾に紹介されていることも分かった。英語で検索をしてみたら，ロシア語の論文が

１件ヒットした」（https://blog.goo.ne.jp/nakazato-hitoshi/e/68cd0ae367fcaf4d9022e746a7c64cc9

（2024 年 9 月 1 日取得））という記述があるが，今回の調査においては確認できなかった。 

４）表１，表２において，分裂病等の病名の表記は引用した文献内の語を用いている。 

５）松下（1990）は四角い枠ではなく，形あるものを枠として分割と彩色を行う形態色彩分割

法を紹介している。また，使用する色を限定している方法もあり，酒木・小山内（1990）

は黒と黄色のみを用いて行う黒黄交互彩色法（YB 法），酒木（1994）は有彩色と無彩色の

二色で行う HB 法を紹介している。また，塗り絵の要素がある技法としては正方形を５マ

スに分割した図形に彩色をする色塗り法（CPM）があり，重度知的障害者（貞木ら，2000）

や認知症の高齢者（貞木ら，2003）のアセスメントに活用されている。他にも，交互に限

らず二人で一緒に分割と彩色を進めるステンドグラス法（小山内ら，2008；河口ら，2009）

といった技法が存在する。 

６）中里（1978）が「接触忌避」と呼んだ現象を，矢幡（1991）は「接触回避」としている。

本稿では文脈に応じて両者の呼び方を用いている。また，志村・荒木（1986）でも同様の

現象が指摘されている。 
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交交互互色色彩彩分分割割法法研研究究のの概概観観 
―その活用実態と技法の特徴― 

杉山 佳菜絵 

心理臨床の現場で用いられる相互性のある描画法の中で，交互色彩分割法は実施が簡便で広く

活用しやすい技法である。本稿では，交互色彩分割法について文献レビューを行い，活用の実

態や，どのような特徴や問題点，活用可能性があるかについて検討した。その結果，交互色彩

分割法は多様な現場，対象に，多様な方法で活用されており，治療やアセスメントのために活

用できる可能性が示唆され，一方で実証的な研究がなされていないことが明らかになった。ま

た，交互色彩分割法の特徴的な反応についても検討し，交互色彩分割法において相互交流の在

り方が重要であることが明らかになった。さらに，技法の特徴から，交互色彩分割法の実施に

よって境界に関するテーマがあらわれてくる可能性が考えられた。交互色彩分割法がより有効

に活用されるためには実施状況や対象に合わせた工夫が必要であり，特に相互交流や境界に着

目した実証的な研究が必要であると考えられる。 

 

 

A Review of Studies on the Reciprocal Division-and-Coloring Method:  
Its Applications and Characteristics 

SUGIYAMA Kanae 

Among the reciprocal drawing methods used in psychoclinical practice, the Reciprocal Division-and-

Coloring Method is easy to implement and widely utilized. This paper presents a review of the literature 

on the Reciprocal Division-and-Coloring Method and an examination of its actual use, characteristics, 

potential issues, and possibilities. As a result, the method is used in a variety of ways across different 

settings and with diverse subjects. The findings suggested that the Reciprocal Division-and-Coloring 

Method has potential for use in treatment and assessment. To date, however, there have been no  

empirical studies regarding its effectiveness. In addition, examination of the characteristic responses to 

the method demonstrated the importance of mutual communication. The characteristics of the Reciprocal 

Division-and-Coloring Method also suggest that its implementation may uncover issues related to 

boundaries. For the method to be used more effectively, it is essential to develop approaches tailored to 

situations or subjects of implementation, and empirical research focusing particularly on mutual 

communication and boundaries is needed. 

 

キキーーワワーードド：交互色彩分割法，相互交流，境界 

Keywords: Reciprocal Division-and-Coloring Method, Mutual communication, Boundaries 
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